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公 害 等 調 整 委 員 会 公 示 第 二 号

公 調 委 令 和 七 年 （ フ ） 第 二 号 及 び 同 八 年 （ フ ） 第 二 号 香 川 県 小 豆 郡 土 庄 町 小 部 地 内 の 岩 石 採 取

計 画 認 可 処 分 に 対 す る 取 消 裁 定 申 請 事 件 及 び 同 参 加 申 立 事 件 の 審 理

鉱 業 等 に 係 る 土 地 利 用 の 調 整 手 続 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 ） 第 三 十 一 条

第 二 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 一 月 四 日 公 害 等 調 整 委 員 会 裁 定 委 員 会

一 事 案 の 要 旨

香 川 県 小 豆 郡 土 庄 町 小 部 乙 六 百 九 十 二 番 地 一

裁 定 申 請 人 小 豆 島 石 材 開 発 株 式 会 社

代 表 者 代 表 取 締 役 有 彰 英

香 川 県 高 松 市 番 町 四 丁 目 一 番 十 号

処 分 庁 香 川 県 知 事

香 川 県 小 豆 郡 土 庄 町 小 部 乙 六 百 二 十 八 番 地 一

参 加 人 赤 松 石 材 有 限 会 社

代 表 者 代 表 取 締 役 中 西 一 宏

香 川 県 知 事 が 、 令 和 七 年 十 月 七 日 付 け を も っ て 、 赤 松 石 材 有 限 会 社 の 岩 石 採 取 計 画 認 可 申 請 に 対

し て し た 認 可 処 分 は 、 土 地 所 有 者 の 承 諾 が な い こ と 及 び 本 件 採 石 場 か ら 採 取 さ れ た 採 石 の 需 要 が 今

後 十 年 間 は 存 在 し な い こ と 等 を 理 由 に 、 そ の 取 消 し の 裁 定 を 求 め る 。

二 審 理 期 日 令 和 八 年 十 二 月 四 日 午 後 一 時 三 十 分

三 場 所 東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 三 一 一 中 央 合 同 庁 舎 第 四 号 館 公 害 等 調 整 委 員 会 審 理 廷

河川法に基づく工作物返還に
係る公示

富士川水系富士川において河川法（昭和39年法
律第167号）第75条第３項の規定に基づき措置し
た工作物について、当該工作物の所有者、占有者
その他工作物について権原を有する者に対し、当
該工作物を返還するため、同条第５項及び河川法
施行令（昭和40年政令第14号）第39条の３第１項
第２号の規定に基づき、公示する。
令和８年 11 月４日

関東地方整備局長 西澤賢太郎
１ 保管した工作物の名称又は種類、形状及び数
量 自家用車１台
２ 保管した工作物の放置されていた場所及び当
該工作物を除却した日
 保管した工作物の放置されていた場所 静
岡県富士市五貫島地先
 当該工作物を除却した日 令和８年10月１
日

３ 当該工作物の保管を始めた日及び保管の場所
 当該工作物の保管を始めた日 令和８年10
月１日
 保管の場所 静岡県富士市松岡官有無番地
（富士川下流出張所内）

４ その他 返還を受ける者は、氏名及び住所を
証するに足りる書類を提示し、国土交通省関東
地方整備局甲府河川国道事務所河川管理課に申
し出ること。
５ 問い合わせ先 山梨県甲府市緑が丘１丁目
10１ 国土交通省関東地方整備局 甲府河川
国道事務所 河川管理課 電話 055252
8888

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告
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